


自宅学習　◉講義に対する予習・復習で学習スタイルを身につけよう

学内講座で学習　◉暗記するのではなく理解することに努めよう

◎講義に備えてテキストの予定範囲に目を通し予習をすることで、講義のポイント・疑問点の事前確認。　
◎テキストのメモや重要事項をまとめ、復習することで、知識の定着・学習スタイルの確立をはかる。

◎派遣講師によるライブ講座で宅地建物取引士資格試験合格に必要な知識を習得。
◎過去の本試験分析による重要項目、出題頻度の高い知識・考え方をインプット。
◎暗記するのではなく制度主旨・原理・原則が何であるのかを理解する。

5
月
初
旬
〜
7
月
　下
旬

◎本試験で出題が予想される論点を網羅している問題を解くことで、今までの講習や自宅学習でインプットしてきた
　知識の整理と弱点補強を行う。
◎本試験レベルの問題をこなすことで、実践力・応用力を養成する。
　（解説講義2時間、問題は事前に自宅にて実施）
◎形式・内容とも本試験同様の問題を、本試験と同じ時間・状況で解くことで、最終的な学習のまとめを行い、
　本番同様の雰囲気や時間配分を体感し、本試験に備える。

総合答練・公開統一模擬試験 ◉インプットした知識を得点力に結びつけよう9
月
初
旬
〜
10
月
試
験
直
前

試験形式：４肢択一 ・ ５０問 ・ マークシート方式　全国同一問題です。

科　目《問題数》 　　　　　　　　　　　内　容 　　　　　　　　　　　　　　 試験時間

《上記データは令和2年度試験のものです》

２時間

程度

権利関係《 14問》

税・その他《 8問》

民法、借地借家法、不動産登記法、建物区分所有法

法令上の制限《 8問》
都市計画法、建築基準法、国土利用計画法、農地法、宅地
造成等規制法、土地区画整理法等、その他法令上の制限

宅建業法《 20問》 宅地建物取引業法及び同法の関係法令

所得税、固定資産税、不動産取得税、住宅金融支援機構法、他

試 験
形 式

コース
の流れ

OSAKA UNIVERSITY OF ARTS EXTENSION CENTER

120年ぶりの民法大改正
民法の改正に対応した講座です。

規約についてはウェブサイトを参照してください。この講座は「（株）総合資格」の協力を得て開講しております。
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